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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 13日 (2007.6.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 少 な く と も １ つ の ウ ェ ブ （ １ ） を 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） に 巻 取 り 、 少 な く
と も 、 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） と 互 い に 平 行 を な す 第 １ の ロ ー ル （ ３ ） 、 第 ２ の ロ ー ル （ ４
） お よ び 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） を 備 え る 装 置 で あ っ て 、 前 記 装 置 は 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ） お よ び 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） の そ れ ぞ れ が 前 記
第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） に 接 触 し 、
　 前 記 第 １ の ロ ー ル （ ３ ） と 前 記 第 ２ の ロ ー ル （ ４ ） と の 間 、 前 記 第 １ の ロ ー ル （ ３ ） と
前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） と の 間 、 お よ び 、 前 記 第 ２ の ロ ー ル （ ４ ） と 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ）
と の 間 に は 接 触 が 存 在 せ ず 、
　 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） の 軸 に よ り 範 囲 が 定 め ら れ る と 共 に 前 記 第 １ の ロ ー ル （ ３ ） の
軸 （ １ ７ ） を 含 む 第 １ の 半 平 面 と 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） の 軸 に よ り 範 囲 が 定 め ら れ る
と 共 に 前 記 第 ２ の ロ ー ル （ ４ ） の 軸 （ １ ８ ） を 含 む 第 ２ の 半 平 面 と の 間 に 定 め ら れ る 第 １
の 角 度 が １ ８ ０ ° よ り 小 さ く 、
　 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） の 軸 に よ り 範 囲 が 定 め ら れ る と 共 に 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） の 軸
を 含 む 第 ３ の 半 平 面 と 、 前 記 第 ５ の ロ ー ル （ ５ ） の 軸 に よ り 範 囲 が 定 め ら れ る と 共 に 交 線
を 含 む 第 ４ の 半 平 面 と の 間 に 定 め ら れ る 第 ２ の 角 度 が ９ ０ ° よ り 大 き く 、 前 記 交 線 が 、 前
記 第 １ の 角 度 の 二 等 分 平 面 と 、 前 記 第 １ の ロ ー ル （ ３ ） の 軸 （ １ ７ ） お よ び 前 記 第 ２ の ロ
ー ル （ ４ ） の 軸 （ １ ８ ） を 含 む 平 面 と の 交 線 で あ る 、 規 準 巻 取 位 置 を 有 し て お り 、
　

こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ， ５ ） が 前 記 巻 取 ロ ー ル
（ ２ ） へ の 巻 き 取 り の コ ー ス に お け る 前 記 ウ ェ ブ （ １ ） の パ ス か ら 外 れ て 配 置 さ れ る 開 位
置 を 更 に 有 し て お り 、 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ， ５ ） の う ち 、 少 な く
と も 一 つ の ロ ー ル の ベ ア リ ン グ と 、 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） と が 、 前 記 開 位 置 と 前 記 規 準 巻
取 位 置 と の 間 の 前 記 装 置 か ら 位 置 変 化 を 可 能 に す る よ う に 移 動 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す

前 記 装 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） を 前 記 第 １ お よ び 第
２ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ） と 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） と の 間 で 自 由 に 位 置 決 め か つ 整 列 さ せ る 手
段 （ １ ９ ， ２ ５ ， ２ ６ ， ２ ７ ， ２ ８ ， ２ ９ ， ３ ０ ） を 備 え る



る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 規 準 巻 取 位 置 で は 、 前 記 第 ２ の 角 度 が 実 質 的 に １ ８ ０ ° で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 規 準 巻 取 位 置 で は 、 前 記 第 ３ の 半 平 面 が 実 質 的 に 垂 直 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 装 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） の い
か な る 幅 に つ い て も 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） の 端 部 領 域 が 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル
（ ３ ， ４ ） に 接 す る よ う に 、 ロ ー ド 手 段 （ １ ９ ） が 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） の ベ ア リ ン グ
に 力 を 加 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 装 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） の 直
径 に 適 合 す る よ う に 、 前 記 第 ３ の 半 平 面 に 直 角 で は な く 、 好 ま し く は 前 記 第 ３ の 平 面 に 平
行 な 共 通 の 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ， ５ ） の ベ ア リ ン
グ を 移 動 さ せ る 手 段 （ １ １ ， １ ２ ， １ ９ ， ２ ０ ， ２ １ ） を 備 え 、 前 記
巻 取 ロ ー ル （ ２ ） の ベ ア リ ン グ が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に 固 定 ・ 保 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ） が 互 い に 対 し て 共 に 自 由 に 移
動 し な い よ う に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ） の ベ ア リ ン グ を 選 択 的 に イ ン タ
ロ ッ ク す る イ ン タ ロ ッ ク 手 段 （ １ ３ ａ ， １ ４ ａ 、 １ ５ ， １ ６ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 規 準 巻 取 位 置 で は 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） の 軸 （ ３ １ ） が 前 記
巻 取 ロ ー ル （ ２ ） の 軸 よ り も 高 い レ ベ ル に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル
（ ３ ， ４ ， ５ ） の 重 量 が 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） を 介 し て 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） に よ っ て
少 な く と も 部 分 的 に 支 持 さ れ 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） が 前 記 巻 取 ロ ー ル （
２ ） に 圧 力 を 加 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 装 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） に
よ り 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） に 作 用 さ せ ら れ る 圧 力 が 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） の 中 央 領 域 で 最
小 化 さ れ る と 共 に そ の 端 部 に 向 け て 徐 々 に 減 少 す る よ う に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル
（ ３ ， ４ ） の ベ ア リ ン グ に 、 前 記 第 ３ の 半 平 面 に 平 行 な 成 分 を 有 し て 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２
） か ら 離 れ る よ う に 向 け ら れ た 力 を 作 用 さ せ る ロ ー ド 手 段 （ ２ １ ， ２ ３ ） を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 ウ ェ ブ （ １ ） と 接 す る よ う に な る 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル
（ ３ ， ４ ） の う ち の 各 ロ ー ル に つ い て 、 選 択 的 に 、 該 ロ ー ル を 前 記 ウ ェ ブ （ １ ） の そ れ ら
に 実 質 的 に 対 応 す る 方 向 お よ び 接 線 速 度 で 回 転 さ せ る か 、 あ る い は 、 ア イ ド ル ロ ー ル と し
て 作 用 さ せ る か す る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 装
置 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５
） が 前 記 第 １ ま た は 第 ２ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ） と 直 接 に 接 触 す る 際 に 、 少 な く と も 前 記 第 １
ま た は 第 ２ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ） を ア イ ド ル ロ ー ル と し て 作 用 さ せ る か 、 あ る い は 、 あ る 方
向 お よ び 速 度 で 回 転 さ せ る か す る 手 段 を 備 え 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） が 前
記 ウ ェ ブ （ １ ） の そ れ ら に 実 質 的 に 対 応 す る 方 向 お よ び 接 線 速 度 で 摩 擦 に よ り 回 転 駆 動 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） が 前 記 第 １ の ロ ー ル （ ３ ） に ま た 接 す る ま
で 、 前 記 第 ２ の ロ ー ル （ ４ ） の 外 周 に 沿 っ て 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） を 進 行 さ せ る 手 段 （
１ ８ ， １ ９ ， ２ ０ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 装 置
。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ） は 、 同 一 の 重 量 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ） は 、 同 一 の 直 径 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル （ ３ ， ４ ） の 直 径 は 、 前 記 第 ３ の ロ ー
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前 記 装 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に な い と き に 、
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ル （ ５ ） の １ ～ ６ 倍 の 直 径 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の
装 置 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 、 パ ッ ク ロ ー ル の サ イ ズ を 減 じ る こ と に 現 実 的 な 問 題 ま た は 制 限 が
存 在 す る こ と 、 例 え ば 、 パ ッ ク ロ ー ル は 、 そ れ が 細 す ぎ る 場 合 、 曲 が り 易 く な り す ぎ る で
あ ろ う と い う こ と 。 た だ し 、 そ れ は 、 エ ア の 巻 き 込 み に お け る そ の 重 要
性 ゆ え に 、 細 い パ ッ ク ロ ー ル デ ザ イ ン を す る 、 可 能 性 の あ
る 設 計 変 更 の ２ つ の 例 。 第 １ の は 、 ロ ー ル と 巻 取 ロ ー ル と の 間 の 細 い ロ ー ル
を し て お り 、 ウ ェ ブ は 、 そ の ロ ー ル か ら 細 い ロ ー ル を 通 り 、 巻 取 ロ ー ル に 達 す る 。 第
２ の は 、 ２ つ の ロ ー ル と 巻 取 ロ ー ル と の 間 の 細 い ロ ー ル を し て お り 、 ウ ェ ブ は 、 こ
れ ら の ロ ー ル の 何 れ か 一 つ か ら 進 行 し 、 巻 取 ロ ー ル に 達 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 原 理 を 実 行 に 移 す 解 決 幾 つ か の 課 題 が 存 在 し て い
る 。 第 １ の 課 題 は 、 細 い ロ ー ル は そ の 小 さ な 直 径 に 起 因 し て 曲 が り 易 く な る こ と か ら 、 ロ
ー ル と 巻 取 ロ ー ル と の 間 で 細 い ロ ー ル の 正 確 な 位 置 を 確 保 す る こ と に あ る 。 他 の 課 題 は 、
ウ ェ ブ 上 で の 摩 擦 を 避 け る た め に 、 細 い ロ ー ル と 、 他 の ロ ー ル と の 接 線 速 度 を 、 そ れ ら の
長 さ に わ た り 、 そ れ ら の 間 の 各 点 に お い て 同 一 に 確 保 す る こ と に あ る 。 も う 一 つ の 課 題 は
、 巻 取 ロ ー ル に ウ ェ ブ を 巻 き 取 る 前 に 、 ウ ェ ブ の 広 が り を 確 保 す る こ と に あ り 、 す な わ ち
、 一 旦 巻 取 ロ ー ル に 巻 き 取 ら れ る と 、 ウ ェ ブ に し わ が 残 っ て し ま う で あ ろ う と い う こ と で
あ る 。 更 な る 課 題 は 、 ウ ェ ブ の 巻 き 取 り の 開 始 を 容 易 に 可 能 と す る こ と に あ り 、 こ の 困 難
さ は 、 ロ ー ル と 細 い ロ ー ル と の 間 、 お よ び 、 細 い ロ ー ル と 巻 取 ロ ー ル と の 間 を ウ ェ ブ が 通
過 す る こ と に あ る 。 も う 一 つ の 更 な る 課 題 は 、 均 一 な エ ア の 排 除 を も た ら す 巻 取 ロ ー ル の
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１ ４

請 求 項 １ な い し １ ５ の い ず れ か の 装 置 を 用 い て 少 な く と も １ つ の ウ
ェ ブ （ １ ） を 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） に 巻 取 る 方 法 で あ っ て 、 前 記 巻 取 規 準 位 置 で は 、 前 記 ウ ェ
ブ （ １ ） が 、 少 な く と も 前 記 第 ３ の ロ ー ル （ ５ ） と 前 記 巻 取 ロ ー ル （ ２ ） と の 間 を 通 過 す
る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。

　 欧 州 特 許 出 願 公 開 ０ １ ４ ７ １ １ ５ 号 は 、 押 圧 す る 湾 曲 さ れ た ロ ー ル を 含 ん だ 巻 取 装 置 を
開 示 し て い る 。 欧 州 特 許 出 願 公 開 ０ ６ ７ ０ ２ ７ ７ 号 は 、 パ ッ ク ロ ー ル を 有 す る 巻 取 装 置 を
開 示 し て い る 。 欧 州 特 許 出 願 公 開 ０ ５ １ ４ ２ ２ ６ 号 は 、 置 き （ ｌ ａ ｙ － ｏ ｎ ） ロ ー ル お よ
び 当 該 置 き ロ ー ル に 接 線 方 向 に 適 用 さ れ る 更 な る ロ ー ル を 有 す る 巻 取 装 置 を 開 示 し て い る
。 特 願 平 ７ － １ １ ２ ８ ５ ４ 号 公 報 は 、 保 持 ロ ー ル お よ び こ れ を 押 圧 す る ガ イ ド ロ ー ル を 有
す る 巻 取 装 置 を 開 示 し て い る 。
　 　 （ 発 明 の 概 要 ）
　 研 究 の 結 果 、 以 下 の こ と が 明 ら か に な っ た 。

研 究 に よ れ ば

が 明 ら か に な っ た
を す る こ と 示 唆 。 研 究 の 成 果 は

に 帰 結 し た 例
提 案

例 提 案

こ れ ら の た め に す べ き



幅 に わ た る 圧 力 分 布 を 加 え る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 目 的 は 、 良 好 か つ 均 一 な エ ア の 排 除 、 ゆ が み の な い ウ ェ ブ 、 ウ ェ ブ の 良 好 な 広
が り 、 な ら び に 、 巻 き 取 り の 容 易 な 開 始 を 確 保 し 、 そ れ に よ り 、 巻 取 速 度 お よ び 巻 取 品 質
を 改 善 さ せ る 巻 取 ロ ー ル に ウ ェ ブ を 巻 き 取 る 装 置 お よ び 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 目 的 は 、

。
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本 発 明 の

少 な く と も １ つ の ウ ェ ブ を 巻 取 ロ ー ル に 巻 取 り 、 少 な く と も 、 前 記 巻 取 ロ
ー ル と 互 い に 平 行 を な す 第 １ の ロ ー ル 、 第 ２ の ロ ー ル お よ び 第 ３ の ロ ー ル を 備 え る 装 置 で
あ っ て 、 前 記 装 置 は 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル お よ び 前 記 巻 取 ロ ー ル の そ れ ぞ れ が 前 記 第 ３ の ロ ー ル に 接
触 し 、
　 前 記 第 １ の ロ ー ル と 前 記 第 ２ の ロ ー ル と の 間 、 前 記 第 １ の ロ ー ル と 前 記 巻 取 ロ ー ル と の
間 、 お よ び 、 前 記 第 ２ の ロ ー ル と 前 記 巻 取 ロ ー ル と の 間 に は 接 触 が 存 在 せ ず 、
　 前 記 第 ３ の ロ ー ル の 軸 に よ り 範 囲 が 定 め ら れ る と 共 に 前 記 第 １ の ロ ー ル の 軸 を 含 む 第 １
の 半 平 面 と 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル の 軸 に よ り 範 囲 が 定 め ら れ る と 共 に 前 記 第 ２ の ロ ー ル の 軸
を 含 む 第 ２ の 半 平 面 と の 間 に 定 め ら れ る 第 １ の 角 度 が １ ８ ０ ° よ り 小 さ く 、
　 前 記 第 ３ の ロ ー ル の 軸 に よ り 範 囲 が 定 め ら れ る と 共 に 前 記 巻 取 ロ ー ル の 軸 を 含 む 第 ３ の
半 平 面 と 、 前 記 第 ５ の ロ ー ル の 軸 に よ り 範 囲 が 定 め ら れ る と 共 に 交 線 を 含 む 第 ４ の 半 平 面
と の 間 に 定 め ら れ る 第 ２ の 角 度 が ９ ０ ° よ り 大 き く 、 前 記 交 線 が 、 前 記 第 １ の 角 度 の 二 等
分 平 面 と 、 前 記 第 １ の ロ ー ル の 軸 お よ び 前 記 第 ２ の ロ ー ル の 軸 を 含 む 平 面 と の 交 線 で あ る
、 規 準 巻 取 位 置 を 有 し て お り 、
　 前 記 装 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル を 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ
ー ル と 前 記 巻 取 ロ ー ル と の 間 で 自 由 に 位 置 決 め か つ 整 列 さ せ る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 装 置 に よ っ て 達 成 さ れ る
　 あ る 態 様 で は 、 前 記 装 置 は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル が 前 記 巻 取 ロ ー ル へ の
巻 き 取 り の コ ー ス に お け る 前 記 ウ ェ ブ の パ ス か ら 外 れ て 配 置 さ れ る 開 位 置 を 更 に 有 し て お
り 、 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル の う ち 、 少 な く と も 一 つ の ロ ー ル の ベ ア リ ン グ と
、 前 記 巻 取 ロ ー ル と が 、 前 記 開 位 置 と 前 記 規 準 巻 取 位 置 と の 間 の 前 記 装 置 か ら 位 置 変 化 を
可 能 に す る よ う に 移 動 自 在 で あ る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 規 準 巻 取 位 置 で は 、 前 記 第 ２ の 角 度 が 実 質 的 に １ ８ ０ ° で あ る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 規 準 巻 取 位 置 で は 、 前 記 第 ３ の 半 平 面 が 実 質 的 に 垂 直 で あ る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 装 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 巻 取 ロ ー ル の い か な る 幅
に つ い て も 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル の 端 部 領 域 が 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル に 接 す る よ う に
、 ロ ー ド 手 段 が 前 記 第 ３ の ロ ー ル の ベ ア リ ン グ に 力 を 加 え る 。
　 別 の 態 様 （ 態 様 Ａ と い う 。 ） で は 、 前 記 装 置 は 、 前 記 装 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際
に 、 前 記 巻 取 ロ ー ル の 直 径 に 適 合 す る よ う に 、 前 記 第 ３ の 半 平 面 に 直 角 で は な く 、 好 ま し
く は 前 記 第 ３ の 平 面 に 平 行 な 共 通 の 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル の
ベ ア リ ン グ を 移 動 さ せ る 手 段 を 備 え 、 前 記 巻 取 ロ ー ル の ベ ア リ ン グ が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に
固 定 ・ 保 持 さ れ て い る 。 態 様 Ａ で は 、 前 記 装 置 は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル が 互 い に
対 し て 共 に 自 由 に 移 動 し な い よ う に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル の ベ ア リ ン グ を 選 択 的
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に イ ン タ ロ ッ ク す る イ ン タ ロ ッ ク 手 段 を 備 え て も よ い 。 態 様 Ａ で は 、 前 記 装 置 は ま た 、 前
記 装 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル を 巻 取 ロ ー ル に 対 し て 押 圧 す る
よ う に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル の ベ ア リ ン グ に 、 前 記 第 ３ の 半 平 面 に 平 行 な 成 分 を
有 し て 前 記 巻 取 ロ ー ル に 向 け ら れ た 力 を 作 用 さ せ る ロ ー ド 手 段 を 備 え て も よ い 。 態 様 Ａ で
は 、 前 記 装 置 は 、 前 記 規 準 巻 取 位 置 で は 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル の 軸 が 前 記 巻 取 ロ ー ル の 軸 よ
り も 高 い レ ベ ル に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル の 重 量 が 前 記 第 ３ の ロ ー
ル を 介 し て 前 記 巻 取 ロ ー ル に よ っ て 少 な く と も 部 分 的 に 支 持 さ れ 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 ３
の ロ ー ル が 前 記 巻 取 ロ ー ル に 圧 力 を 加 え る こ と を 特 徴 と し て も よ い 。 後 者 の 場 合 に は 、 前
記 装 置 は 、 前 記 装 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル の 重 量
の 一 部 の み が 前 記 巻 取 ロ ー ル に よ り 支 持 さ れ る よ う に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル の ベ
ア リ ン グ に 、 前 記 第 ３ の 半 平 面 に 平 行 な 成 分 を 有 し て 前 記 巻 取 ロ ー ル か ら 離 れ る よ う に 向
け ら れ た 力 を 作 用 さ せ る ロ ー ド 手 段 を 備 え て も よ い 。 さ も な け れ ば 、 前 記 装 置 は 、 前 記 装
置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル に よ り 前 記 巻 取 ロ ー ル に 作 用 さ せ ら
れ る 圧 力 が 前 記 巻 取 ロ ー ル の 中 央 領 域 で 最 小 化 さ れ る と 共 に そ の 端 部 に 向 け て 徐 々 に 減 少
す る よ う に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル の ベ ア リ ン グ に 、 前 記 第 ３ の 半 平 面 に 平 行 な 成
分 を 有 し て 前 記 巻 取 ロ ー ル か ら 離 れ る よ う に 向 け ら れ た 力 を 作 用 さ せ る ロ ー ド 手 段 を 備 え
て も よ い 。
　 態 様 Ａ と は 対 照 的 に 、 別 の 態 様 （ 態 様 Ｂ と い う 。 ） で は 、 前 記 装 置 は 、 前 記 装 置 が 前 記
規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 巻 取 ロ ー ル の 直 径 に 適 合 す る よ う に 、 前 記 第 ３ の 半 平 面 に
直 角 で は な く 、 好 ま し く は 前 記 第 ３ の 平 面 に 平 行 な 共 通 の 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 巻 取 ロ ー ル
の ベ ア リ ン グ を 移 動 さ せ る 手 段 を 備 え 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル の ベ ア リ ン グ が 前 記
規 準 巻 取 位 置 に 固 定 ・ 保 持 さ れ て い る 。 態 様 Ｂ に よ れ ば 、 前 記 装 置 は ま た 、 前 記 装 置 が 前
記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル に よ り バ ッ ク ア ッ プ さ れ る 前 記
第 ３ の ロ ー ル に 対 し て 前 記 巻 取 ロ ー ル を 押 圧 す る よ う に 、 前 記 巻 取 ロ ー ル の ベ ア リ ン グ に
、 前 記 第 ３ の 半 平 面 に 平 行 な 成 分 を 有 し て 前 記 第 ３ ロ ー ル に 向 け ら れ た 力 を 作 用 さ せ る ロ
ー ド 手 段 を 備 え て も よ い 。 態 様 Ｂ で は 、 前 記 装 置 は 更 に 、 前 記 規 準 巻 取 位 置 で は 、 前 記 巻
取 ロ ー ル の 軸 が 前 記 第 ３ の ロ ー ル の 軸 よ り も 高 い レ ベ ル に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル が
前 記 巻 取 ロ ー ル に 逆 方 向 の 圧 力 を 加 え る よ う に 、 前 記 巻 取 ロ ー ル の 重 量 が 前 記 第 ３ の ロ ー
ル に 対 し て 部 分 的 に 負 わ れ る こ と を 特 徴 と し て も よ い 。 こ の 後 者 の 場 合 に は 、 前 記 装 置 は
、 前 記 装 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 巻 取 ロ ー ル の 重 量 が 前 記 第 ３ の ロ ー ル に
対 し て 負 わ れ る よ う に 、 前 記 巻 取 ロ ー ル の ベ ア リ ン グ に 、 前 記 第 ３ の 半 平 面 に 平 行 な 成 分
を 有 し て 前 記 第 ３ ロ ー ル か ら 離 れ る よ う に 向 け ら れ た 力 を 作 用 さ せ る ロ ー ド 手 段 を 備 え て
も よ い 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 装 置 は 、 前 記 ウ ェ ブ と 接 す る よ う に な る 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー
ル の う ち の 各 ロ ー ル に つ い て 、 選 択 的 に 、 該 ロ ー ル を 前 記 ウ ェ ブ の そ れ ら に 実 質 的 に 対 応
す る 方 向 お よ び 接 線 速 度 で 回 転 さ せ る か 、 あ る い は 、 ア イ ド ル ロ ー ル と し て 作 用 さ せ る か
す る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 装 置 は 、 前 記 位 置 が 前 記 規 準 巻 取 位 置 に な い と き に 、 前 記 第 ３ の ロ
ー ル が 前 記 第 １ ま た は 第 ２ の ロ ー ル と 直 接 に 接 触 す る 際 に 、 少 な く と も 前 記 第 １ ま た は 第
２ の ロ ー ル を ア イ ド ル ロ ー ル と し て 作 用 さ せ る か 、 あ る い は 、 あ る 方 向 お よ び 速 度 で 回 転
さ せ る か す る 手 段 を 備 え 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル が 前 記 ウ ェ ブ の そ れ ら に 実 質 的
に 対 応 す る 方 向 お よ び 接 線 速 度 で 摩 擦 に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 装 置 は 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル が 前 記 第 １ の ロ ー ル に ま た 接 す る ま で 、
前 記 第 ２ の ロ ー ル の 外 周 に 沿 っ て 前 記 第 ３ の ロ ー ル を 進 行 さ せ る 手 段 を 備 え る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル は 、 弾 性 材 料 に よ り 覆 わ れ て い る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 第 １ の ロ ー ル の 表 面 は 、 ２ ５ μ ｍ 以 下 の 表 面 粗 度 Ｒ ｔ を 有 す る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 第 第 ２ の ロ ー ル の 表 面 は 、 ２ ５ μ ｍ 以 下 の 表 面 粗 度 Ｒ ｔ を 有 す る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 第 １ の ロ ー ル の 表 面 は 、 金 属 製 で あ る と 共 に 研 磨 さ れ て い る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 第 ２ の ロ ー ル の 表 面 は 、 金 属 製 で あ る と 共 に 研 磨 さ れ て い る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル は 、 同 一 の 重 量 を 有 す る 。
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　 別 の 態 様 で は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル は 、 同 一 の 直 径 を 有 す る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル の 直 径 は 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル の １ ～ ６ 倍 の
直 径 で あ る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル は 、 お よ そ ２ ｍ の 全 長 お よ び お よ そ ５ ０ ｍ ｍ の 直 径 を
有 し 、 前 記 第 １ の ロ ー ル お よ び 前 記 第 ２ の ロ ー ル は 、 お よ そ １ ５ ０ ｍ ｍ の 直 径 を 有 し て い
る 。
　 別 の 態 様 で は 、 前 記 装 置 は 更 に 、 第 １ の ロ ー ル の 組 お よ び 第 ２ の ロ ー ル の 組 を 更 に 備 え
、 前 記 第 １ の ロ ー ル の 組 が 前 記 ウ ェ ブ の パ ス の 一 方 の 側 に 配 置 さ れ る と 共 に 前 記 第 ２ の ロ
ー ル の 組 が 前 記 ウ ェ ブ の パ ス の 他 方 の 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の ロ ー ル の 組 お よ び 前 記 第
２ の ロ ー ル の 組 が 、 前 記 ウ ェ ブ に 該 ロ ー ル が 接 触 す る ま で 移 動 自 在 で あ り 、 そ れ に よ り 、
前 記 ウ ェ ブ が そ れ ら の 間 で 波 を 形 成 す る 状 態 で 前 記 第 １ の ロ ー ル の 組 の ロ ー ル が 前 記 第 ２
の ロ ー ル の 組 の ロ ー ル と 重 な り 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル の 組 が 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ
び 第 ３ の ロ ー ル に 対 し て 上 流 側 に 配 置 さ れ る 。
　 本 発 明 は ま た 、 ウ ェ ブ を 巻 取 ロ ー ル に 巻 き 取 る 方 法 で あ っ て 、 本 発 明 の 装 置 を 用 い 、 前
記 規 準 巻 取 位 置 で 、 前 記 ウ ェ ブ を 前 記 第 ３ の ロ ー ル と 前 記 巻 取 ロ ー ル と の 間 に 通 過 さ せ 、
前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル の 間 と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ３ の ロ ー ル の 間 と を 通 過 さ せ な い
こ と を 特 徴 と す る 方 法 を 提 案 す る 。
　 こ の 態 様 で は 、 前 記 方 法 は 、
　 （ ｉ ） 前 記 装 置 を 前 記 開 位 置 に 適 合 さ せ 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ
ー ル が 前 記 巻 取 ロ ー ル に 向 け て 前 記 ウ ェ ブ の パ ス の 一 方 の 側 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 好 ま し
く は 、 前 記 巻 取 ロ ー ル に 接 触 し な い が 、 前 記 規 準 巻 取 位 置 で の よ う に 、 互 い に 関 連 し て 配
置 さ れ 、
　 （ ｉ ｉ ） 前 記 ウ ェ ブ を 前 記 巻 取 ロ ー ル に 対 し て 初 期 化 し 、
　 （ ｉ ｉ ｉ ） 前 記 巻 取 ロ ー ル と 、 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル と を そ れ ら が 前 記 規
準 巻 取 位 置 に 適 合 す る ま で 近 づ け さ せ る こ と を 含 ん で も よ い 。
　 本 発 明 は 別 の ウ ェ ブ を 巻 取 ロ ー ル に 巻 き 取 る 方 法 で あ っ て 、 本 発 明 の 装 置 を 用 い 、 前 記
規 準 巻 取 位 置 で 、 前 記 ウ ェ ブ を 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル の 間 に 通 過 さ せ 、 前 記 第 １ お
よ び 第 ３ の ロ ー ル の 間 を 通 過 さ せ 、 最 終 的 に 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル と 前 記 巻 取 ロ ー ル の 間 に
進 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 を 提 案 す る 。 こ の 態 様 で は 、 前 記 方 法 は 、
　 （ ｉ ） 前 記 装 置 を 前 記 開 位 置 に 適 合 さ せ 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル が
前 記 巻 取 ロ ー ル に 向 け て 前 記 ウ ェ ブ の パ ス の 一 方 の 側 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 ３ の ロ
ー ル が 前 記 巻 取 ロ ー ル に 向 け て 前 記 ウ ェ ブ の パ ス の 他 方 の 側 に 配 置 さ れ 、
　 （ ｉ ｉ ） 前 記 ウ ェ ブ を 前 記 巻 取 ロ ー ル に 対 し て 初 期 化 し 、
　 （ ｉ ｉ ｉ ） 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル を 前 記 巻 取 ロ ー ル に そ れ ら が 前 記 規 準 巻 取 位 置
に 適 合 す る ま で 近 づ け さ せ る こ と を 含 ん で も よ い 。
　 本 発 明 は 更 に 、 ウ ェ ブ を 巻 取 ロ ー ル に 巻 き 取 る 方 法 で あ っ て 、 本 発 明 に よ る 装 置 を 用 い
、 前 記 規 準 巻 取 位 置 で 、 前 記 ウ ェ ブ を 前 記 第 １ お よ び 第 ３ の ロ ー ル の 間 に 通 過 さ せ 、 前 記
第 ３ の ロ ー ル と 前 記 巻 取 ロ ー ル と の 間 を 通 過 さ せ る が 、 前 記 第 ２ の ロ ー ル と 前 記 第 ３ の ロ
ー ル と の 間 に 通 過 さ せ な い こ と を 特 徴 と す る 方 法 を 提 案 す る 。
　 こ の 態 様 で は 、 前 記 方 法 は 、
　 （ ｉ ） 前 記 装 置 を 開 位 置 に 適 合 さ せ 、 そ れ に よ り 、 前 記 第 １ の ロ ー ル が 前 記 巻 取 ロ ー ル
に 向 け て 前 記 ウ ェ ブ の パ ス の 一 方 の 側 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル
が 前 記 巻 取 ロ ー ル に 向 け て 前 記 ウ ェ ブ の パ ス の 他 方 の 側 に 配 置 さ れ 、
　 （ ｉ ｉ ） 前 記 ウ ェ ブ を 前 記 巻 取 ロ ー ル に 対 し て 初 期 化 し 、
　 （ ｉ ｉ ｉ ） 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル を 前 記 巻 取 ロ ー ル に そ れ ら が 前 記 規 準 巻
取 位 置 に 適 合 す る ま で 近 づ け さ せ る こ と 含 ん で も よ い 。
　 ス テ ッ プ （ ｉ ｉ ｉ ） は 、
　 （ ａ ） 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル を 前 記 第 ３ の ロ ー ル が 前 記 第 １ の ロ ー ル お よ
び 前 記 第 ２ の ロ ー ル に 接 触 す る と 共 に 前 記 第 ３ の ロ ー ル が 前 記 巻 取 ロ ー ル と 接 触 す る こ と
が な い 所 定 の 配 列 に も た ら し 、



【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 更 な る 実 施 形 態 で は 、 水 平 方 向 に 続 く ス ペ ー ス を 得 る こ と を 可 能 に す る 同 様 の 装 置 が 提
案 さ れ る 。 図 １ ａ か ら 図 １ ｅ に 関 連 し て 示 さ れ た 実 施 形 態 に お い て 、 ロ ー ル ３ は 、 実 質 的
に 垂 直 方 向 に 整 列 さ れ る よ う に 示 さ れ た ロ ー ル ８ お よ び ９ に 対 し て 横 方 向 に シ フ ト さ れ る
。 同 様 に 、 ロ ー ル ４ お よ び 細 い ロ ー ル ５ は 、 実 質 的 に 整 列 さ れ る よ う に 示 さ れ た ロ ー ル ６
お よ び ７ に 対 し て 横 方 向 に シ フ ト さ れ る 。 従 っ て 、 装 置 が 図 １ ａ の よ う な 開 状 態 に あ る 際
、 装 置 は 、 水 平 方 向 の し か る べ き 位 置 に あ る 。 例 え ば 、 ロ ー ル ３ を 一 方 の キ ャ リ ッ ジ に マ
ウ ン ト す る と 共 に 、 ロ ー ル ８ お よ び ９ を 更 な る キ ャ リ ッ ジ に マ ウ ン ト す る こ と も 可 能 で あ
り 、 双 方 は 横 方 向 に 移 動 自 在 と な る 。 同 様 に 、 ロ ー ル ４ お よ び 細 い ロ ー ル ５ は 、 一 方 の キ
ャ リ ッ ジ に マ ウ ン ト さ れ 得 る 一 方 、 ロ ー ル ６ お よ び ７ は 、 他 方 の キ ャ リ ッ ジ に マ ウ ン ト さ
れ 得 て 、 双 方 は 横 方 向 に 移 動 自 在 と な る 。 従 っ て 、 装 置 が 、 先 の 実 施 形 態 に お い て 図 １ ａ
に よ り 例 示 さ れ た 開 状 態 に あ る 際 、 ロ ー ル ３ ， ８ お よ び ９ を ア イ ド ル ロ ー ル １ ０ と 巻 取 ロ
ー ル ２ と の 間 に お け る ウ ェ ブ １ の パ ス の 一 方 の 側 で ほ ぼ 垂 直 に 整 列 さ せ る こ と が で き る と
共 に 、 ロ ー ル を 前 記 パ ス の 他 方 の 側 で ほ ぼ 垂 直 に 整 列 さ せ る こ と も で き る
。 そ れ ゆ え に 、 前 も っ て ロ ー ル ３ か ら ロ ー ル ８ お よ び ９ を 離 間 さ せ る 水 平 方 向 距 離 、 お よ
び 、 ロ ー ル ６ お よ び ７ か ら ロ ー ル ４ お よ び 細 い ロ ー ル ５ を 離 間 さ せ る 水 平 方 向 距 離 を 節 減
す る こ と が で き る 。 そ し て 、 ロ ー ル ３ な ら び に ロ ー ル ８ お よ び ９ を 支 持 す る 双 方 の キ ャ リ
ッ ジ は 、 ウ ェ ブ １ に 向 け て そ れ と 接 す る よ う に 同 時 に 移 動 さ れ て も よ く 、 そ れ か ら （ す な
わ ち 、 結 果 的 に 同 時 に ） 、 ロ ー ル ４ 、 細 い ロ ー ル ５ な ら び に ロ ー ル ８ お よ び ９ を 支 持 す る
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　 （ ｂ ） 前 記 第 ３ の ロ ー ル が 前 記 巻 取 ロ ー ル と 接 触 す る ま で 、 前 記 巻 取 ロ ー ル と 、 前 記 第
１ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル に よ り 形 成 さ れ る ユ ニ ッ ト と を 近 づ け さ せ る 、 　 二 つ の サ ブ
ス テ ッ プ を 含 ん で も よ い 。
　 さ ら に 、 サ ブ ス テ ッ プ （ ａ ） は 、
　 （ ａ ａ ） 前 記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の ロ ー ル を 前 記 第 １ の ロ ー ル お よ び 前 記 第 ２ の ロ ー
ル が 所 定 の 距 離 だ け 離 間 さ れ る と 共 に 前 記 第 ３ の ロ ー ル が 前 記 第 １ の ロ ー ル と 接 触 す る こ
と が な い 所 定 の 配 列 ま で も た ら し 、
　 （ ｂ ｂ ） 前 記 第 ３ の ロ ー ル が 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル と 接 触 す る ま で 、 前 記 第 ３ の
ロ ー ル を 前 記 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ロ ー ル に 近 づ け さ せ る 、 二 つ の サ ブ ス テ ッ プ に 細 分 化
さ れ て も よ い 。
　 さ ら に 、 前 記 方 法 は 、 ス テ ッ プ （ ｂ ｂ ） で は 、 　 前 記 第 ２ の ロ ー ル が 回 転 さ せ ら れ る と
共 に 前 記 第 ３ の ロ ー ル が 前 記 第 ２ の ロ ー ル の 外 周 に 沿 っ て 進 行 さ せ ら れ 、 そ れ に よ り 、 前
記 第 ２ の ロ ー ル が 前 記 第 ３ の ロ ー ル を 前 記 ウ ェ ブ の そ れ ら に 実 質 的 に 対 応 す る 方 向 お よ び
接 線 速 度 で 摩 擦 駆 動 に よ り 回 転 さ せ る こ と を 特 徴 と し て も よ い 。
　 前 記 方 法 に お け る ス テ ッ プ （ ｉ ｉ ｉ ） で は 、 前 記 ウ ェ ブ と 接 す る よ う に な る 前 記 第 １ お
よ び 第 ２ の ロ ー ル の う ち の 各 ロ ー ル が 、 前 記 ウ ェ ブ に 接 触 す る 前 に 、 前 記 ウ ェ ブ の そ れ ら
に 実 質 的 に 対 応 す る 方 向 お よ び 接 線 速 度 で 回 転 さ せ ら れ て も よ い 。 前 記 方 法 は ま た 、 ス テ
ッ プ （ ｉ ｉ ｉ ） で は 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル と 前 記 巻 取 ロ ー ル と が 接 触 す る よ う に な る 前 に 、
前 記 第 １ の ロ ー ル お よ び 前 記 第 ２ の ロ ー ル が 、 ア イ ド ル ロ ー ル と し て 作 用 さ せ ら れ て も よ
い 。 さ ら に 、 前 記 方 法 は 、 ス テ ッ プ （ ｉ ｉ ｉ ） で は 、 前 記 第 ３ の ロ ー ル と 前 記 巻 取 ロ ー ル
と が 前 記 第 ３ の 半 平 面 に 直 角 で は な い 方 向 に 沿 っ た 相 対 変 位 に よ り 接 触 さ せ ら れ る こ と を
特 徴 と し て も よ い 。 さ ら に 、 後 二 者 の 方 法 は 、 前 記 規 準 巻 取 位 置 で は ， 前 記 ウ ェ ブ が 、 前
記 第 ３ の 半 平 面 に 実 質 的 に 直 角 に 前 記 第 １ ま た は 第 ２ の ロ ー ル に 到 達 さ せ ら れ る こ と を 特
徴 と し て も よ い 。
　 さ ら に 、 前 記 方 法 は 、 前 記 巻 取 規 準 位 置 で は 、 前 記 ウ ェ ブ が 、 少 な く と も 前 記 第 ３ の ロ
ー ル と 前 記 巻 取 ロ ー ル と の 間 を 通 過 す る こ と を 特 徴 と し て も よ い 。

４ ， ６ お よ び ７



双 方 の キ ャ リ ッ ジ が 、 ロ ー ル ３ お よ び ４ な ら び に 細 い ロ ー ル ５ が 図 １ ｃ に お い て 先 に 例 示
さ れ た 位 置 に 達 す る ま で ウ ェ ブ １ に 向 け て 同 時 に 移 動 さ れ て も よ い 。 こ の 段 階 で 、 ロ ー ル
８ お よ び ９ な ら び ロ ー ル ６ お よ び ７ は 、 ウ ェ ブ １ を 閉 じ る 先 に 述 べ ら れ た ジ ョ ー を 形 成 す
る が 、 前 記 ジ ョ ー は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 ロ ー ル ３ お よ び ４ な ら び に 細 い ロ ー ル ５ に
よ っ て 実 質 的 に 垂 直 に 整 列 さ れ る 。 こ の 位 置 か ら 、 ロ ー ル ８ お よ び ９ の キ ャ リ ッ ジ お よ び
ロ ー ル ６ お よ び ７ の キ ャ リ ッ ジ は 、 図 １ ｃ に 示 さ れ た 位 置 に 達 す る よ う に 水 平 方 向 に 同 時
に シ フ ト さ れ 、 そ れ か ら 、 先 の 実 施 形 態 の 引 き 続 く ス テ ッ プ が 通 常 ど お り 行 わ れ る 。 但 し
、 前 記 シ フ ト 操 作 の 前 に 、 先 の 実 施 形 態 で 図 １ ｃ に お い て 説 明 さ れ た 装 置 の 位 置 か ら 図 １
ｄ の 位 置 に 進 行 さ せ る 上 述 の ス テ ッ プ を 前 も っ て 実 行 す る こ と も 可 能 で あ る 。
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